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1 はじめに
疫学における調査研究により，他者との対面型コ
ミュニケーションが高齢者の健康維持に重要である
ことがわかってきている [1]．コミュニケーション
の質・量と健康寿命延伸との関係性のさらなる解明
により，より良いコミュニケーションの取り方に関
する的確なアドバイスや，システムによるコミュニ
ケーション活性化支援などへの展開が期待できる．
疫学調査のための対面型コミュニケーション状
況の把握は，通常，文献 [2]のような対象者へのア
ンケートをもとに行われているが，アンケート回答
が主観的であることによる網羅性や正確性の欠如
から，状況把握の不十分さが課題となっている．
そこで我々は，高齢者の他者とのコミュニケー
ションの様子を正確に把握する行動認識システム
を開発し，疫学調査の効率化を実現することを目標
として研究開発を進めている．特に本研究では，高
齢者の対面型コミュニケーションを検出する手法
を提案する。本稿では，コミュニケーション検出の
ための解析アルゴリズムの設計について述べる．

2 関連研究
対面型コミュニケーションを検出する手法として
ソシオメトリックバッジを用いた研究がある [3,4]．
同バッジは，マイクによる発話状況の取得，加速度
センサによる動作の取得，赤外線センサによる対面
検知，Bluetoothによる位置検出の機能を持つ．
ソシオメトリックバッジを用いた対面型コミュニ
ケーション検出の関連研究として，文献 [3] では，
センサを用いた会話状況の可視化を行っている．ま
た，文献 [4] では，センサから音声や体の動きの
データを取得し，それをグラフ化することによって
コミュニケーション状況の分析を容易にしている．
このように既存手法では，対面型コミュニケー
ションの可視化を行うことによって，コミュニケー
ション状況の把握を支援している．しかし，文献 [3]
では，音声のみを用いたコミュニケーション状況の
可視化に留まっており，人の動作や部屋の中の位置
については考慮していない．また，会話状況におい
ては，会話の量のみを対象としており，会話の質に
ついての可視化は不十分である．また，文献 [4]で
は，音声だけでなく人の動作も考慮しているが，コ
ミュニケーションの相手を人手によって判定して
いるため，効率性に欠ける．さらに，動作の情報に
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図 1 システム構成図

関しても，動きの大きさのみの可視化に留まってお
り，それにもとづくコミュケニケーションの質の把
握への高度化が期待されている．
以上のように，既存研究での対面型コミュニケー
ション検出手法では，会話状況，物理的位置関係，
体の動きなどを用いて，総括的にコミュニケーショ
ン状況を把握することは未だ未達成であり，疫学調
査の効率化・高度化に貢献して健康寿命の延伸に繋
がるような詳細なコミュニケーション分析には至っ
ていないという課題がある．

3 提案
3.1 概要
前章で述べた課題を解決するために，本研究で
は，音声だけでなく動作・位置の情報を考慮するこ
とで，室内における対面型コミュニケーションを高
精度に検出・分析する手法を提案する．
図 1に，本研究のシステム構成図を示す．本研究
で検出する対面型コミュニケーション状況として
は，コミュニケーションの参加者，発生場所，時間
的長さ，形態を想定している．これらを検出するた
め，人の動きの状況，発話の状況，人の室内での位
置を各種センサを用いて獲得し，コミュニケーショ
ン検出に用いる．具体的には，発話状況と位置情報
からコミュニケーション参加者と時間的長さを，身
体に装着されたセンサの発する電波強度から発生場
所を，発話状況と動きの状況からコミュニケーショ
ン形態を，それぞれ検出する．
3.2 行動認識センサ
対話型コミュニケーション検出のためのセンサ
として，ネームプレート型の行動認識センサを開発
し利用する [5]．図 2に，本センサの概要図を示す．
本センサは，稼働時間を長く，また違和感なく携帯
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図 2 行動認識センサの概要

できるように，低消費電力・小型化を基本要件とし
ている．本センサは，加速度センサ，マイク，通信
モジュールより構成され，加速度センサから人の
動作状況，マイクから音声レベルを獲得し，通信モ
ジュールによりベースステーションにデータを送
信する．通信方式としては，低消費電力で広域通信
が可能な LPWAの一種である LoRaを用いる．
また，行動認識センサの通信のための電波を傍受
してその電波強度から位置情報を把握するための位
置検出用 LoRa受信機を，室内の必要な箇所に複数
設置する．今回取得する位置情報は，厳密性はそれ
ほど要求されないため，電波強度から判断して，本
センサを装着した人に最も近いと考えられる LoRa
受信機の位置を，その人の大まかな位置と見做す．
3.3 対面型コミュニケーション検出手法
図 3に，本研究での対面型コミュニケーション検
出手法を示す．
まず，位置検出用 LoRa受信機で観測される電波
強度から，行動認識センサ装着者の位置を推定し，
その位置情報からコミュニケーション参加者の集
合 (グループ) を特定する．そのグループの会話状
況をマイクにより取得し，どの人物がどの程度の時
間発話しているかを特定する．
本研究で取得する音声データは，プライバシー保
護の観点から会話の内容は取得せずに，マイクから
得られる信号から音量レベルのみを計算して利用
する．どの人物が発話しているかは，マイクが取得
した音量レベルの，発話者と発話者以外の音量レベ
ルの違いによって特定する．これにより，複数人の
グループ内での会話においても参加者うちの誰が
どの程度の時間発話しているかが特定可能である．
また，加速度センサにより人物の立位・座位・動
きなどの情報を取得する．これにより，対面型コ
ミュニケーションにおいて，発話状況だけでなく，
どのような体勢や身振りで会話しているか等の情報
も取得する．また，室内における位置情報も用いる
ことにより，周囲の環境が対面型コミュニケーショ
ンに与える影響を把握することを可能とする．

4 実験と評価
現在，前章で述べた設計に基づき，行動認識セン
サ・システム，およびコミュニケーション検出手法
の実装を進めている．実装が完了したのち，研究室
内で実際に行われる対面型コミュニケーションを
検出する実験および評価を行う予定である．具体

図 3 対面型コミュニケーション検出手法

的には，研究室内にカメラおよび本提案システム・
センサ等を設置し，実際に行われる研究室メンバの
対面型コミュニケーションに関するデータを記録
して，データセットを作成する．このデータセット
中の正解データと，取得したセンサデータから提案
手法を用いて得られる対面型コミュニケーション
検出結果とを比較することで，検出精度の定量的評
価を行う予定である．

5 おわりに
本稿では，対面型コミュニケーション検出のため
の解析アルゴリズムの設計について述べた．対面
型コミュニケーション検出が可能になることで，ア
ンケート回答による定性的な対面型コミュニケー
ション状況の情報を補完する，定量的なコミュニ
ケーションの把握が可能となる．今後は，本手法の
実装を進め，実験による提案手法の有効性の検証を
行っていく．
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